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1:10 29縮 尺 図 番

図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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使用例：宅地排水用



使用例：道路排水用
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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  取付けること。
※ クサリの取付は道路側に
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使用例：宅地排水用
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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使用例：道路排水用
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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non scale 33縮 尺 図 番

図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

塩ビ桝用途区分図１

※ 90度支管は、取付管が本管中心線より上部となるように取付けること。

 または接着受口自在曲管)
(Ｖ型自在継手

 または接着受口自在曲管)
(Ｖ型自在継手

90度曲管

取付管 VU(RR)

汚水桝 宅地境界用ドロップ

(DVキャップ)

(VU100)

(異径ソケット)

宅地境界用ドロップ

本管

90度支管

ゴム輪受口曲管

防護蓋

(DVキャップ)

(VU100)

宅地境界用

90度支管

本管

ゴム輪受口曲管

取付管 VU(RR)

汚水桝 宅地境界用防護蓋

塩ビ桝用途区分図１
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

塩ビ桝用途区分図２

(取付管流入があるもの)
宅地境界・本管桝引き兼用マンホール用

(本管流入があるもの)

取付管流入
本管流入

本管用ドロップ用
塩ビ桝用途区分図２

(流入がないもの)
本管桝引き用



いすお

使用例：立ち上がりφ200塩ビ桝防護用
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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※ 上部、中間部、底版コンクリート接合部には止水シールを使用すること。
※ 防護蓋中心と塩ビ桝中心を合わせること。

5/8" ボルトL=30
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6φクサリL=800
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側  塊
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Ｔ-25 1（10.2） 1（6.7）

※（ ）は参考重量（kg）



1:10 36縮 尺 図 番

図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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※ 上部、中間部、底版コンクリート接合部には止水シールを使用すること。
※ 防護蓋中心と塩ビ桝中心を合わせること。

切込砕石
0〜40
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※（ ）は参考重量（kg）

使用例：立ち上がりφ300塩ビ桝防護用（歩道用）



使用例：立ち上がりφ300塩ビ桝防護用（車道用）
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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※ マンホール内部の底版上部まで埋戻すこと。
※ 鉄蓋、調整ブロック、斜壁、底版の接合部はマンホールと同様にすること。

切込砕石 0〜40
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０号マンホール底版

鉄 蓋
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φ６００丸型防護蓋

０号タイプ
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室
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Ｔ-25 1 （15.0） 1 （9.6）

※（ ）は参考重量（kg）

Ｌ型縁石

使用例：立ち上がりφ200塩ビ桝防護用
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

φ２００公共塩ビ汚水桝構造図
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マ
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設
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深
さ

:H
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（宅地境界用）

   (150)

使用例：宅地排水用



1:10 40縮 尺 図 番

図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

φ２００公共塩ビ汚水桝（ﾄﾞﾛｯﾌﾟ桝）構造図
（宅地境界用）
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φ100受口

詳細図
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φ100

落差有

模式図

φ200公共塩ビ汚水桝（ドロップ桝）構造図（宅地境界用）
使用例：地下埋設物を下越ししなければ接続できない場合など
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

φ３００公共塩ビ桝構造図
（本管：起点，中間点）
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φ300マス差口
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φ300公共塩ビ桝構造図（本管：起点，中間点）

使用例：地下埋設物が輻輳し，マンホールが設置できない
場合の起点，中間点および小型マンホール
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

φ３００公共塩ビ汚水桝構造図
（本管：合流点）
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15
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13

φ200差口

φ300公共塩ビ桝構造図（本管：合流点）

750

使用例：地下埋設物が輻輳し，マンホールが設置できない
場合の合流点および小型マンホール。
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

φ３００公共塩ビ桝（ドロップ桝）構造図
（本  管  用）
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防護蓋設置
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塩ビ桝 φ300
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ゴム輪受口片受直管

SRB

片受直管
ゴム輪受口

SRB

φ200

平面図

φ200

φ200

落差有

φ300

φ300公共塩ビ桝（ドロップ桝）構造図（本管用）

模式図
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直    管
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塩    ビ
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曲    管
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使用例：地下埋設物が輻輳しマンホールが設置できない
かつ，下越しをしなければならない場合
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

仮設工標準図（軽量鋼矢板）

（軽 量 鋼 矢 板）仮設工標準図
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※ 20cm程度根入をすること。
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図面名

函館市企業局上下水道部管路整備室

仮設工標準図（アルミ矢板）

（ア ル ミ 矢 板）仮設工標準図
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H

軽量金属
腹起こし

水圧式サポート 水圧式サポート

軽量金属
腹起こし

２ 段

アルミ矢板

掘削幅

アルミ矢板

３ 段

掘削幅

掘削
深(

3.5
m＜

H≦
3.8

m)

掘削
深(

2.0
m＜

H≦
3.5

m)

※ 20cm程度根入をすること。

W

H

軽量金属
腹起こし

水圧式サポート

１ 段

アルミ矢板

掘削幅

掘削
深(

H≦
2.0

m)
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凡  例

凡    例

備 考記 号

備 考寸法・太さ記 号

弁筐有

地下式
地上式

撤去
既設

新設・改築
1pt
2pt

木杭
金属標

塩化ビニール杭
コンクリート杭

垣根類

ガードレール・柵類

コンクリート壁

街路灯

Ｍ
Ｔ
Ｖ
Ｋ

将来計画

〃
消火栓

１．線（線種）

管種・口径

線種

〃
実線

破線
一点鎖線

〃
〃

※1

※1 「新設・改築」は、その他の2倍程度

色調(RGB)種 類

127,31,0
0,0,255

２．線（色合い）

色合い

茶色
青色

0,255,0

雨水管
汚水管
合流管 緑色

下水道

水道 0,255,255水色

127,31,0
63,0,127

赤紫色
青紫色中圧管

低圧管
北海道

255,127,199
255,127,0

ピンク色
橙色配電線

送電線
北海道

ガス

電力

NTT北海道 0,127,0深緑色
用地境界線 255,255,0黄色

管種・口径

管種・口径

※2

※2 色調は参考とするが、可能な限り近しい色合いを選択すること。

管渠

４．記号

名 称

丸形汚水桝
L型汚水桝
丸形雨水桝
L型雨水桝

３．管種

硬質塩化ビニル薄肉管 VU
名 称 記 号

硬質塩化ビニル管 VP
リブ付硬質塩化ビニル管 PRP

遠心力鉄筋コンクリート管 HP
ダクタイル鋳鉄管 DIP

普通鋳鉄管 CIP

ポリエチレン管 PP
配水用ポリエチレン管 HiPE

ステンレス鋼管 SUS
亜鉛メッキ鋼管 GP

水道仕切弁

電柱

〃

円形マンホール
矩形マンホール

名 称 記 号

備 考記 号名 称

注） 管種・記号について特に記載のないものは、各管理者の仕様によること。
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管渠・基礎延長控除長一覧表

マンホール種別
１号

管渠・基礎延長控除長一覧表

２．基礎延長控除長

控除長（ｍ）
0.53
0.70
0.86
1.06
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図面名

２号
３号
４号

1.29５号
0.38塩ビ桝

控除長管体延長

マンホール外径 基礎長

控除長

呼び径管 種

１．管渠延長控除長

（mm） １号
150

200
VU 250

300
350

0.44

２号
0.59

３号
0.75

４号
0.90

５号
1.10

塩ビ桝φ300
上流側0.20

200
250
300
350
400
450
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,350
1,500

HP

0.44 0.59 0.74 0.89 1.09

0.43 0.58 0.74 0.89 1.09
0.42 0.58 0.73 0.89 1.09
0.41 0.57 0.73 0.88 1.08

控除長（ｍ）

0.43 0.59 0.74 0.89 1.09
0.42 0.58 0.73 0.89 1.09
0.41 0.57 0.73 0.88 1.09
0.40 0.56 0.72 0.88 1.08
0.38 0.55 0.71 0.87 1.07
0.37 0.54 0.70 0.86 1.07
0.34 0.52 0.69 0.85 1.06

0.49 0.66 0.83 1.04
0.44 0.63 0.80 1.02
0.38 0.59 0.77 1.00

0.54 0.73 0.97
0.47 0.69 0.93
0.39 0.63 0.90

0.57 0.85
0.78
0.65

下流側0.34
上流側0.20
下流側0.34

150

200
PRP 250

300
350

0.44 0.59 0.75 0.90 1.10 上流側0.20

0.44 0.59 0.74 0.89 1.10
0.43 0.59 0.74 0.89 1.09
0.42 0.58 0.73 0.89 1.09
0.41 0.57 0.73 0.88 1.09

下流側0.34
上流側0.20
下流側0.34

外径
（mm）

165

216

267
318
370

254
306
360
414
470
526
584
700
816
932

1,050
1,164
1,276
1,390
1,556
1,780

155.5

205.5
256.1
307.1
357.4

400 0.40 0.56 0.72 0.88 1.08420

400 0.40 0.56 0.72 0.88 1.08407.6

上流側0.23
下流側0.36

基礎控除長

管渠

管渠
塩ビ桝φ200

上流側0.15
下流側0.26
上流側0.15
下流側0.26



函館市企業局上下水道部管路整備室

2

      =0.19m
3.14/4×1.11 ×0.2

      =0.14m
3.14/4×0.95 ×0.2

０
2

１

3
22

      =1.05m
3.14/4×       ×0.2

      =0.75m
3.14/4×2.19 ×0.2

3      =0.51m
3.14/4×1.8 ×0.2

33
2

3      =0.33m
3.14/4×1.45 ×0.2

５４３２
2

3

第 号

40mm級

１．砕石基礎数量

マンホール参考資料

が設置できない場合。
他の埋設物の制約等から１号マンホール
小規模な排水又は起点。

内径  75cm 円形０号マンホール

組立マンホールの用途形状寸法呼び方

２．マンホールの形状別用途

並びに内径400mm以下の会合点。
管の起点及び内径500mm以下の中間点

内径500mm以下の会合点。
内径800mm以下の中間点及び

内径  90cm 円形１号マンホール

内径 180cm 円形

内径 150cm 円形

内径 120cm 円形

内径       cm 円形５号マンホール

４号マンホール

３号マンホール

２号マンホール

副管径（ｍｍ）
本管径（ｍｍ）

φ450

φ250〜φ400

φ200

φ150

マンホール参考資料

３．副管径使用例

内径700mm以下の会合点。
内径1100mm以下の中間点及び

内径800mm以下の会合点。
内径1200mm以下の中間点及び

内径1100mm以下の会合点。
内径1500mm以下の中間点及び

分流式 合流式

φ100

φ150

φ200

φ250

φ100

φ150

φ200

φ250
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2.58

220

（汚水）
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